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研究分野：海洋生態学 
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１．研究計画の概要 
 本研究の目的は以下の３点である。 

(1) 物質循環指標である安定同位体比、餌情

報源である脂肪酸組成、および残留性有機汚

染物質(POPs)の回転率と濃縮係数を、飼育実

験によって組織ごとに明らかにして、異なる

時間スケールでの物質取り込みを推定する

方法を確立する。 

(2) 海鳥個体の移動軌跡を装着型記録計で

精密に測定し、行動の空間スケールを明らか

にし、同時に採取した血液、皮下脂肪、尾腺

ワックス、羽などの安定同位体比、脂肪酸組

成とPOPs濃度・異性体組成を測定する。 

(3) 海鳥の採食強度およびその汚染度の地

図をつかって、高次動物と生態系との相互作

用の強度の高い場所、ホットスポットを定義

する。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)ウトウの飼育実験を 21 年度に実施し、
十分な数の血液、羽毛、尾腺ワックス資料
を得た。現在化学分析をすすめている。 
(2) 岩手県タブの大島（太平洋）と新潟県
粟島（日本海）で繁殖中のオオミズナギド
リの索餌範囲を装着型GPSデータロガーで
あきらかにし、その個体の尾腺ワックスの
POPs を同時に調べた。20,21 年度の結果か
ら、粟島個体は日本海北部あるいは北海道
太平洋沿岸で索餌するが、タブの大島個体
はすべて三陸沖か北海道太平洋沿岸で索
餌し、日本海北部で索餌した個体の尾腺ワ
ックス中の POPｓ濃度は、太平洋沿岸で索
餌した個体よりも2倍程度高いことがわか
った。そのため、従来予想された通り、日
本海での汚染は太平洋側より進んでいる

と考えられた。 
 20-22 年度、ジオロケーター（光記録から
位置推定）により、オオミズナギドリは、パ
プアニューギニアとオーストラリアの間の
アラフラ海、ニューギニア北方海域、南シナ
海で越冬することがわかった。うち、粟島繁
殖個体の、皮下脂肪と尾腺ワックスの脂肪酸
組成と POPs の分析、羽の安定同位体比の分
析を行った。その結果、POPs 濃度は、栄養段
階を反映する脂肪酸組成比や安定同位体比
にはよらず、南シナ海で越冬した個体の方が、
アラフラ海とニューギニア北方海域で越冬
した個体より高かった。外洋域での汚染度の
違いが初めて明らかになった。 
 21-22 年度、タスマニアで繁殖中のハシボ
ソミズナギドリにジオロケーターを装着回
収し、体組織サンプルも得た。繁殖期にはオ
ーストラリアから南極大陸沿岸部で採食し、
北日本を含む太平洋北西部、アリューシャン
列島、アラスカ半島周辺部、ベーリング海峡
のいずれかで越冬することがわかった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 
（理由） 
繁殖期、越冬期に渡り、オオミズナギドリ

のサンプル・行動データを十分な数得た。多
くの地域から得ることが出来たのは期待以
上であった。測定値の評価を含め慎重に化学
分析をすすめている。予算の関係から、実行
段階であきらめたハシボソミズナギドリの
調査を、別のテーマの一環としても進めるこ
とが出来た。予算の都合上、ホームページ作
成はできなかったが、教科書１冊を出版し、
市民向け公開講演を６回おこなった。 
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４．今後の研究の推進方策 
23 年度は既存のサンプルをすべて分析し、
ウトウ飼育個体と繁殖中のオオミズナギ
ドリの結果から、回転率と濃縮係数をもと
め、海鳥の外洋での汚染物質モニターとし
ての有効性を確認する。23-24 年度はハシ
ボソミズナギドリ資料で北半球（日本周辺、
ベーリング海、アラスカ半島周辺）だけで
なく南極海の汚染に関する情報を得る。と
くに、脂肪酸組成や安定同位対比の結果と
組み合わせ、栄養段階と汚染の関係につい
て考察する。最終年には国際シンポジウム
を企画し、これらの成果を発表するととも
に、研究を進展させる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線） 
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